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資料６ 



流域下水道における下水汚泥の肥料化について 

 

１．背景 

昨今の国際情勢に伴う輸入肥料原料の価格高騰を受け、国内における代替資源の

確保が喫緊の課題となる中、リン・窒素等の肥料成分を豊富に含む国産未利用資源

として、下水汚泥資源への期待が高まっている。 

こうした中、政府の食料安定供給・農林水産業基盤強化本部にて、岸田総理から

「下水道事業を所管する国道交通省等と連携して、下水汚泥・堆肥等の未利用資源

の利用拡大により、グリーン化を推進しつつ、肥料の国産化・安定化を図ること」

との指示があった。 

 

２．国の動き 

 Ｒ４.９ ・新たなバイオマス活用推進基本計画（閣議決定） 

➢下水道バイオマスリサイクル率 約 50％（2030 年目標） 

Ｒ４.10～12 ・下水汚泥資源の肥料利用の拡大に向けた官民検討会（農水省・国交省） 

➢関係者の役割と取組の方向性が示された 

 Ｒ５.２ ・国内肥料資源の利用拡大に向けた全国推進協議会（農水省） 

➢関係者の取組方針等の共有、事業者間のマッチング 

 Ｒ５.３ ・下水汚泥資源の肥料利用を促進するための大規模案件形成支援事業の

公募について（国交省 事務連絡） 

➢成分分析、案件形成の支援 

・発生汚泥の処理に関する基本的考え方について（国交省下水道部長通知） 

➢肥料利用を最優先、焼却は最終手段 …参考資料１ 

 

３．県の動き 

 Ｒ５.２ ・令和５年第１回県議会定例会 一般質問 

      「流域下水道における下水汚泥の肥料化について」 

＜知事答弁＞ 

国の検討状況も踏まえ、下水汚泥の肥料化を目指していく…参考資料２ 

 Ｒ５.４ ・国公募の成分分析、案件形成の支援対象団体に選定 …参考資料３ 

 

４．令和５年度の取組について 

  農政部局との連携体制である「下水汚泥肥料化検討会」を５月 30 日に設置し、

下水汚泥の成分分析や、流通経路の確保等に向けた課題解決など、国の支援事業も

活用しながら、肥料化に向けた検討を進めていく。 
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